
2020 年度神戸市受託事業「『こうべ男女いき
いき事業所』大学生による情報発信事業」で、
3 つのプログラムを実施しました  
 「こうべ男女いきいき事業所」魅力発信プログ
ラムでは、学生らが、（株）フジッコ（現代社会
学部 清原ゼミ）、モロゾフ（株）、日本イーライ
リリー（株）（経済学部 大塚・木暮ゼミ）の方
に、理念やワーク・ライフ・バランスの取り組み
についてインタビューを行い、魅力を伝える紹
介記事を作成しました。 
 また、市民公開講座「男女の活躍と働き方改
革」オンラインセミナーを実施し、約 90名が参
加しました。「神戸市の企業で働く魅力を学ぶ」
と題して、「こうべ男女いきいき事業所」表彰企
業である（株）水登社、（株）ユーシステムの方
に、自社の取り組みについてご講演いただき、コ
ロナ禍下での働き方などの、学生の「今知りたい
こと」についてもお答えいただきました。 
 「10 代から考えるワーク・ライフ・バランス」
プログラムでは、共通教育科目「プロジェクト演
習」と連携し、（株）村上工務店、兵神装備（株）、
（株）トモエシステム、兵庫六甲農業協同組合、
六甲バター（株）、白鶴酒造（株）、生活協同組合
コープこうべ、（株）デジアラホールディングス、
（株）神防社にご協力いただきました。企業の方
から働き方改革の取り組みや実際に抱える課題
について学び、紹介記事を作成しました。 
 計 14 社にご協力いただきました。学生の作成
した紹介記事は、神戸市の HPに掲載されます。 

 
 
 

男女共同参画・ジェンダー卒論発表会を開催し
ました～2 月 5 日～ 
 非常事態宣言を受け、オンラインに変更して実
施。学内外から 30名を超える参加がありました。
今年度は、人文学部、人文学部人間心理学科、現
代社会学部、GC 学部の 6名の学生が、卒業研究の
成果をパワーポイントに整理して発表しました。
全員での投票の結果、最優秀賞には「遊女のイメ
ージーー過去と現在を比較して」を発表した熊川
紗帆さん（人文学部）、優秀賞には「多様な性が生
きやすい社会ーーアライという存在に着目して」
を発表した青山乃愛さん（人文学部）と、「幽霊の
ジェンダー論」を発表した沖紅音さん（現代社会
学部）が選ばれました。 
 要旨集は、男女共同参画推進室でご覧いただけ
ます。 
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女性研究者オンライン・ランチタイムミーティングを
開催します～2 月 15 日～ 
 

お昼の時間に、情報共有や意見交換を通した女
性研究者の横断的仲間づくりの機会として実施
します。日頃はなかなか集まることができません
が、ぜひこの機会にご参加ください。 
◆2021 年 2 月 15 日(月)12:45-13：45 
◆オンライン（zoom） 

※参加をご希望の方は、メールでご連絡くださ
い。折り返し ZOOM の URL をお送りします。 
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介護個別相談会をご利用ください  
社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団と提携し

て、介護の専門家による個別相談会を毎月第 3 火
曜日に行っています。電話での相談も可能です。
緊急の場合はご相談ください。詳細はこちら↓ 
https://www.kobegakuin.ac.jp/information/kyod

o_sankaku/torikumi/kaigosoudan.html 

連載 
第９回 

4 月 1 日から、日曜・祝日等出勤時一時保育利
用料のきょうだい割引が始まります～2人目から
半額～ 
  

日曜・祝日等出勤時一時保育をより一層利用し
やすい制度とするため、4 月 1日よりきょうだい
にて一時保育を行う際に 2 人目からの利用料を
半額とします。利用料は 4 時間未満 2,000 円、4
時間から 6 時間未満 3,000 円、6 時間以上 4,000
円です。詳細は、男女共同参画推進室ＨＰへ。 

お父ちゃんの子育てばなし 
 
娘のまりが生まれた頃の本学は、国際交流の黎

明期で国際交流課が設置されたばかりで、場当た
り的に業務を遂行する日々でした。 

娘は韓国やニュージーランドの客員教授のお
宅でホームステイをさせていただいたり、オース
トラリアのグリフィス大学からの交換留学生の
お姉さんには英会話を教えてもらったりして、国
際的な環境で幼少期を過ごしました。一方、日本
の学校には馴染めず、小学校から大学に至るま
で、様々な問題を起こしてくれました。 

その後、娘が英国人に出会って結婚し、英国の
Horshamという片田舎に永住したことから娘の状
況は一転しました。娘は日本にいる時よりも生き
生きと UK Life にすっかり馴染んでしまったの
です。 

娘の変貌ぶりを目の当たりにして、私はその子
に相応しい場所がきっと世界のどこかにあるの
だということを知りました。娘は、今では、英国
で 5 歳、3 歳、1 歳の 3 人の息子を授かり、日々
子育てに奮闘しています。 

（国際交流センター 小畑 佳弘） 


